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地域ケア会議について

　高齢化が進むなか、可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで

続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援などが一体的に提供される「地

域包括ケアシステム」の構築がすすめられています。その取組みのひとつとして、「地域ケア会

議」があります。

　地域ケア会議の参加者は、保健・医療・福祉の専門職や地域の支援者等で構成されています。

区内７つの地域ケアプラザに設置されている各地域包括支援センターが主催となり、個々の高

齢者の課題を検討する個別ケース地域ケア会議、地域ケアプラザのエリアごとに地域課題を検

討する包括レベル地域ケア会議を開催しています。

　また、区域での課題把握や検討については泉区役所が区レベル地域ケア会議を開催していま

す。

　各会議を積み重ね、課題のフィードバックを行い、高齢者個人に対する支援の充実と、それ

を支える社会基盤の整備を同時にすすめています。

　これは、第４期計画の推進の柱２の重点項目３「一人ひとりに寄り添った支援から地域の課

題を考える」につながっていくものです。

　泉区では「高齢者の移動支援」や「地域の居場所づくり」等、様々なテーマで実施しており、

令和２年度は「通いの場の活動継続」について、検討を行いました。

　今後も各地域包括支援センターと連携し、高齢者支援に関する課題を地域ケア会議で検討し

ていきます。

　個人の困りごとの解決が

まち全体の困り事の解決に

つながることもあります。
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第４章　計画の構成と推進体制及び進行管理

　第４期泉区地域福祉保健計画の推進にあたっては、その推進体制を整えるとともに、進

行を管理することで、基本理念の実現を目指します。

１　計画の構成

⑴　地区別計画
　地区別計画は、第１期～第３期計画と同様、地域が主体的に策定し、地区ごとの課題解

決に向けて地域主体の取組を進めます。

　各地区では、地区別計画を推進する組織（推進委員会、地区社会福祉協議会など）が形

成されています。この推進組織を中心として、地区での活動を展開しています。

　活動を進めていくのは、地区によって違いはありますが、連合自治会・町内会、地区社

会福祉協議会、地区経営委員会、民生委員児童委員協議会等の地域組織や、個人、活動団体、

関係機関などです。幅広く連携して、よりよい地域づくりを行うための取組を進めます。

　また、区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザで構成する地域支援チームが、地区

の活動を支援します。

⑵　区計画
　区計画は、地区別計画を支えるために、区域に共通する課題解決に向けて、区役所・区

社会福祉協議会・地域ケアプラザが中心となり、区民や関係機関と協働した取組を進めます。

２　計画の推進体制及び進行管理・評価について

⑴　泉区地域福祉保健推進協議会

　　（分科会：泉区地域福祉保健計画策定・推進検討会）
　泉区地域福祉保健計画は、地区別計画推進組織、活動団体、関係機関等で構成される「泉

区地域福祉保健推進協議会」において、計画全体の推進及び進行管理（振り返り）、活動

情報の共有、計画推進における課題やその対応策の検討及び新たな提案等を行い、区計画

や地区別計画の推進に生かします。

　この計画を推進するために、第２期計画時から泉区地域福祉保健推進協議会を設置して

います。４期計画策定に向けては、推進協議会の位置づけを見直し、協議会委員より策定・

推進検討会を組織し、分科会として計画推進の課題やその対応策の検討、新たな提案等を

行い、協議を進めてきました。

　なお、泉区地域福祉保健推進協議会は、12地区の代表と27の関係機関の委員で構成され

ており、区計画の進行状況の報告、地区別計画の進捗状況の共有、区計画や地区別計画の

活動の推進に生かしてきました。

１ 計画の構成

２ 計画の推進体制及び進行管理・評価について
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配付

− 70 −
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地域ケアプラザへの相談件数
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地域ケアプラザへの相談件数
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以上
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